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年
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八
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に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
塩
川
鉄
也
君
提
出
八
ッ
場
ダ
ム
の
費
用
対
効
果
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
の
ア
、
ウ
及
び
オ
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
が
平
成
二
十
三
年
十
月
六
日
に
公
表
し
た
「
八
ッ
場
ダ
ム
建
設
事
業
の
検
証
に
係
る
検
討

報
告
書
（
素
案
）
」
（
以
下
「
報
告
書
（
素
案
）
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
費
用
対
効
果
の
検
討
に
当
た
っ
て
算
定
し
た
八

ッ
場
ダ
ム
建
設
事
業
の
洪
水
調
節
に
よ
る
年
平
均
被
害
軽
減
期
待
額
は
、
「
治
水
経
済
調
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
」
（
平
成

十
七
年
四
月
一
日
付
け
国
河
計
調
第
二
号
国
土
交
通
省
河
川
局
河
川
計
画
課
長
通
知
。
以
下
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
い
う
。
）

に
従
っ
て
、
各
氾
濫
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
流
量
規
模
ご
と
に
、
八
ッ
場
ダ
ム
建
設
事
業
を
実
施
し
た
場
合
と
実
施
し
な
い

場
合
に
お
け
る
洪
水
氾
濫
に
よ
る
想
定
被
害
額
の
差
で
あ
る
被
害
軽
減
額
と
当
該
流
量
規
模
に
係
る
年
超
過
確
率
を
用
い
て
、

当
該
氾
濫
ブ
ロ
ッ
ク
の
年
平
均
被
害
軽
減
期
待
額
を
算
定
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
を
合
算
し
て
求
め
て
い
る
。

な
お
、
想
定
被
害
額
は
、
氾
濫
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
、
そ
の
無
害
流
量
を
超
え
た
場
合
に
、
当
該
氾
濫
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い

て
、
被
害
が
最
大
と
な
る
一
地
点
に
お
い
て
堤
防
が
決
壊
す
る
な
ど
一
定
の
想
定
の
下
に
算
定
し
て
い
る
。
一
方
、
実
際
の

被
害
は
、
水
防
活
動
の
状
況
、
堤
防
内
部
の
構
成
材
料
等
の
様
々
な
要
因
が
複
雑
に
関
連
し
た
結
果
生
じ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
想
定
被
害
額
と
実
際
の
被
害
額
は
、
単
純
に
比
較
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

一



一
の
�
の
イ
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
場
合
に
お
け
る
想
定
被
害
額
は
、
報
告
書
（
素
案
）
に
お
け
る
費
用
対
効
果
の
検
討
に
当
た
っ
て
算
定
し
た
八

ッ
場
ダ
ム
建
設
事
業
を
実
施
し
な
い
場
合
に
お
け
る
、
年
超
過
確
率
一
分
の
一
か
ら
五
十
分
の
一
ま
で
の
洪
水
が
生
起
し
た

場
合
の
流
量
規
模
ご
と
の
想
定
被
害
額
に
、
当
該
流
量
規
模
に
係
る
年
超
過
確
率
を
用
い
て
算
出
し
た
額
を
合
算
し
て
求
め

る
と
、
約
四
千
八
百
二
十
億
円
で
あ
る
。

一
の
�
の
エ
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
昭
和
三
十
六
年
か
ら
平
成
二
十
一
年
ま
で
の
四
十
九
年
間
に
お
け
る
利
根
川
水
系
の
累
積
の
水
害
被
害
額
は
、

「
治
水
経
済
調
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
各
種
資
産
評
価
単
価
及
び
デ
フ
レ
ー
タ
ー
」
（
平
成
二
十
三
年
二
月
改
正
）
を
用
い

て
平
成
十
七
年
時
点
の
価
格
に
換
算
す
る
と
、
約
八
千
六
百
四
十
二
億
円
で
あ
る
。

一
の
�
の
ア
に
つ
い
て

御
指
摘
に
つ
い
て
は
、
一
の
�
の
ア
、
ウ
及
び
オ
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
想
定
被
害
額
と
実
際
の
被
害
額
は
、

単
純
に
比
較
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
会
計
検
査
院
の
指
摘
を
踏
ま
え
、
年

平
均
被
害
軽
減
期
待
額
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
、
最
新
の
デ
ー
タ
を
踏
ま
え
た
浸
水
深
別
の
被
害
率
の
検
討
等
の
処
置
を
講

二



じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
の
�
の
イ
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
六
年
以
降
の
最
近
六
十
年
間
、
一
級
河
川
利
根
川
水
系
利
根
川
本
川
の
八
斗
島
下
流
部

及
び
一
級
河
川
利
根
川
水
系
江
戸
川
本
川
に
お
い
て
破
堤
し
た
箇
所
は
な
い
。

一
の
�
の
ウ
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
お
け
る
評
価
手
法
を
よ
り
良
い
も
の
と
す
る
た
め
、
学
術
論
文
等
の
収
集
及
び
分

析
を
行
う
な
ど
、
技
術
的
な
知
見
の
集
積
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
の
�
の
エ
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
治
水
安
全
度
に
つ
い
て
、
現
在
の
整
備
水
準
で
対
応
で
き
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
流
量
規
模
を
年
超
過
確
率

を
用
い
て
お
示
し
す
る
と
、
一
級
河
川
利
根
川
水
系
利
根
川
の
八
斗
島
地
点
を
含
む
一
連
の
区
間
で
は
お
お
む
ね
三
十
分
の

一
か
ら
四
十
分
の
一
で
あ
る
。

一
の
�
の
ア
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
が
平
成
二
十
年
三
月
及
び
平
成
二
十
一
年
三
月
に
八
ッ
場
ダ
ム
建
設
事
業
の
再
評
価
（
以
下
単
に
「
再
評
価

三



」
と
い
う
。
）
を
行
う
に
当
た
っ
て
前
提
と
し
た
費
用
対
効
果
の
算
定
に
お
け
る
洪
水
調
節
に
係
る
便
益
は
、
そ
れ
ぞ
れ
約

八
千
二
百
七
十
六
億
円
、
約
一
兆
三
百
四
十
四
億
円
で
あ
る
。

一
の
�
の
イ
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
が
平
成
二
十
年
三
月
及
び
平
成
二
十
一
年
三
月
に
再
評
価
を
行
う
に
当
た
っ
て
前
提

と
し
た
費
用
対
効
果
の
算
定
に
お
け
る
洪
水
調
節
に
係
る
便
益
の
算
定
に
お
い
て
は
、
利
根
川
水
系
工
事
実
施
基
本
計
画
に

お
け
る
八
斗
島
地
点
の
計
画
高
水
流
量
か
ら
基
本
高
水
の
ピ
ー
ク
流
量
の
部
分
に
係
る
年
平
均
被
害
軽
減
期
待
額
を
八
斗
島

地
点
の
上
流
の
ダ
ム
等
に
お
け
る
洪
水
調
節
に
係
る
便
益
と
し
て
い
た
が
、
報
告
書
（
素
案
）
に
お
け
る
費
用
対
効
果
の
算

定
に
お
け
る
洪
水
調
節
に
係
る
便
益
の
算
定
に
お
い
て
は
、
八
斗
島
地
点
の
計
画
高
水
流
量
よ
り
小
さ
な
流
量
で
あ
る
毎
秒

一
万
六
千
五
百
立
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
部
分
に
係
る
年
平
均
被
害
軽
減
期
待
額
に
つ
い
て
も
、
八
斗
島
地
点
の
上
流
の
ダ
ム

等
に
お
け
る
洪
水
調
節
に
係
る
便
益
に
含
め
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

一
の
�
の
ウ
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
が
平
成
二
十
年
三
月
及
び
平
成
二
十
一
年
三
月
に
再
評
価
を
行
う
に
当
た
っ
て
前
提
と
し
た
費
用
対
効
果
の

算
定
に
お
け
る
八
ッ
場
ダ
ム
の
洪
水
調
節
に
係
る
便
益
は
、
平
成
十
五
年
十
二
月
の
再
評
価
に
お
い
て
算
定
し
た
方
法
を
踏

四



襲
し
て
算
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
洪
水
調
節
に
係
る
便
益
か
ら
八
斗
島
地
点
の
計
画
高
水
流
量
よ
り
小
さ
な
流
量
の

部
分
に
係
る
年
平
均
被
害
軽
減
期
待
額
を
除
外
し
て
い
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
五
年
度
当
時
の
詳
細
な
資
料
が
な
い

こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

一
の
�
の
エ
に
つ
い
て

八
斗
島
地
点
の
計
画
高
水
流
量
よ
り
小
さ
な
流
量
の
部
分
に
係
る
年
平
均
被
害
軽
減
期
待
額
を
除
外
し
た
場
合
の
八
ッ
場

ダ
ム
の
洪
水
調
節
に
係
る
便
益
は
、
約
七
千
三
百
三
十
七
億
円
で
あ
る
。

一
の
�
の
オ
に
つ
い
て

報
告
書
（
素
案
）
に
お
け
る
費
用
対
効
果
の
算
定
に
お
い
て
、
八
斗
島
地
点
の
計
画
高
水
流
量
よ
り
小
さ
な
流
量
の
部
分

に
係
る
年
平
均
被
害
軽
減
期
待
額
を
八
ッ
場
ダ
ム
の
洪
水
調
節
に
係
る
便
益
に
含
め
た
こ
と
は
、
八
ッ
場
ダ
ム
建
設
事
業
を

実
施
し
た
場
合
と
実
施
し
な
い
場
合
に
お
け
る
洪
水
氾
濫
に
よ
る
想
定
被
害
額
の
差
を
算
定
す
る
た
め
に
行
っ
た
も
の
で
あ

り
、
御
指
摘
の
「
い
っ
さ
い
現
況
の
堤
防
が
強
化
・
拡
幅
さ
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

一
の
�
の
カ
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
が
平
成
二
十
一
年
三
月
に
再
評
価
を
行
う
に
当
た
っ
て
前
提
と
し
た
費
用
対
効
果
の
算
定
に
お
け
る
八
ッ
場

五



ダ
ム
の
洪
水
調
節
に
係
る
便
益
に
、
八
斗
島
地
点
の
計
画
高
水
流
量
よ
り
小
さ
な
流
量
の
部
分
に
係
る
年
平
均
被
害
軽
減
期

待
額
を
含
め
た
場
合
の
洪
水
調
節
に
係
る
便
益
は
、
約
四
兆
四
千
五
百
五
十
九
億
円
で
あ
る
。
ま
た
、
平
成
二
十
年
三
月
の

再
評
価
に
お
い
て
は
、
お
尋
ね
の
よ
う
な
計
算
は
実
施
し
て
お
ら
ず
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二
の
�
の
ア
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
が
平
成
二
十
三
年
八
月
に
実
施
し
た
「
吾
妻
峡
に
「
水
を
流
す
取
組
」
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
」
（
以
下
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
と
い
う
。
）
は
、
渇
水
時
の
一
級
河
川
利
根
川
水
系
吾
妻
川
の
景
観
改
善
の
た

め
に
必
要
な
同
川
の
維
持
流
量
を
八
ッ
場
ダ
ム
か
ら
補
給
す
る
場
合
の
景
観
改
善
の
効
果
に
着
目
し
、
そ
の
便
益
を
算
定
す

る
た
め
に
実
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
当
該
便
益
の
算
定
に
資
す
る
も
の
を
設
定
し

た
も
の
で
あ
る
。

二
の
�
の
イ
か
ら
エ
ま
で
に
つ
い
て

抵
抗
回
答
と
は
、
調
査
票
に
提
示
さ
れ
る
仮
想
的
市
場
に
つ
い
て
、
支
払
意
思
額
の
徴
収
の
仕
方
等
に
抵
抗
を
感
じ
る
た

め
に
「
支
払
わ
な
い
」
と
回
答
す
る
も
の
で
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て
は
、
「
世
帯
か
ら
負
担
金
を
集
め
る
と
い

う
仕
組
み
に
反
対
だ
か
ら
」
、
「
こ
れ
だ
け
の
情
報
で
は
判
断
で
き
な
い
」
等
の
回
答
が
相
当
す
る
。
抵
抗
回
答
を
含
む
調

六



査
票
は
、
吾
妻
峡
に
水
を
流
す
取
組
を
実
施
す
る
場
合
と
実
施
し
な
い
場
合
の
効
用
の
変
化
と
支
払
額
を
比
較
し
て
「
支
払

わ
な
い
」
と
回
答
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
支
払
意
思
額
の
推
定
に
用
い
る
標
本
か
ら
除
外
し
て
い
る
。

一
方
、
「
た
と
え
支
払
い
が
な
く
て
も
、
こ
の
取
組
を
行
わ
な
い
方
が
よ
い
と
思
う
か
ら
」
等
の
理
由
か
ら
「
支
払
わ
な

い
」
と
回
答
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
支
払
意
思
額
を
零
円
と
し
、
支
払
意
思
額
の
推
定
に
用
い
る
標
本
に
含
め
て
便

益
を
算
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
便
益
が
ひ
ど
く
過
大
に
計
算
さ
れ
て
い
る
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
る
。

な
お
、
便
益
の
集
計
範
囲
は
吾
妻
峡
か
ら
五
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
で
は
な
く
、
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
と
し
て
い

る
。

二
の
�
の
オ
に
つ
い
て

抵
抗
回
答
の
内
訳
は
、
「
世
帯
か
ら
負
担
金
を
集
め
る
と
い
う
仕
組
み
に
反
対
だ
か
ら
」
と
い
う
回
答
が
百
三
票
、
「
こ

れ
だ
け
の
情
報
で
は
判
断
で
き
な
い
」
と
い
う
回
答
が
九
十
一
票
、
そ
の
他
が
八
票
で
あ
る
。

二
の
�
の
ア
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
東
京
電
力
株
式
会
社
か
ら
水
利
権
の
許
可
の
更
新
に
つ
い
て
の
申
請
を
受
け
て
い
な
い
現
時
点
に

お
い
て
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

七


